







　ベトナムでは毎年台風が多く、過去 20 年間、台風・高潮により 10 万人が死亡したとのデータがある。
2013 年には、台風が 4回、洪水は 6回発生し、200 人が犠牲になり、損害額は 15 億ドルに上っている。
2014 年 7 月にも大規模の台風が上陸し、北部地域に暴風と豪雨をもたらし、沿岸部の危険地域の住民
約 20 万人が避難している。




























































































（実施時期）2014 年 8 月 21 日（木）
（調査先）Hanoi…Food…Business…Incubator
　　　　……ハノイ市計画投資局中小企業支援センター
（調査内容）
　・インキュベーター入居企業の状況
　・インキュベーター卒業後の立地
　・中小企業支援政策の内容
（調査結果）
　・…インキュベーターには、地場の中小企業が入居しており、主に缶詰、菓子、飲料などの製品を開
発、製造している。
　・…入居企業向けに、製品開発・試作をおこなうラボの貸し出しや、経営に関するセミナー、アドバ
イスが行われている。
　・…成長し、支援を必要としなくなった企業は、インキュベーターを出て近隣の工業団地に立地して
いる。栄養補助食品を製造販売している企業を見学したが、海外の大学との提携で子供向けの粉
ミルクや大人向けの健康食品を開発・製造していた。
　・…中小企業支援センターでは、中小企業向けの人材育成セミナー（2005年から、のべ600コース開
講）、経営者向けセミナー（年間100コース）、スタートアップ向けコースを含む国民経済大学と
の連携コースがある。
　・国民経済大学では、経営者向けのセミナーを実施している。
４．企業倫理リスクの効果的なマネジメントについて検討
　企業の不正、不祥事だけでなく、企業の信頼を損なう行動がもたらす損失を、倫理リスクと捉えて
いる。こうした企業の倫理リスクに対しては、金融商品取引法・会社法・商法・独占禁止法・景品表
示法など多くの法律があるが、法でこうした倫理リスクに対応しても予防的効果は低く、それは発生
後の当事者への法による罰であり、事後的な対応である。仮に法による制裁を逃れられた場合でも、
倫理リスクは繰り返され、そのことによる損失は多くの関係者に及ぶ。
　また企業で不正に対する規制、マニュアル、チエックリストを作成し、その順守をコンプライアン
スとして押し付けても、倫理リスクが生じる動機、社員の職場環境、企業体質、企業文化などについて、
メスを入れないままでは倫理リスクは繰り返される。
　倫理リスクを起こさせない、そして同時に、そこで働く社員も経営者、上司、仲間と一体となり、
企業理念や企業目標に向かいベクトルを合わせて進んでいき、全員がその成果を分かち合え、働く喜
びが感じられるようにするための施策や経営者哲学はどうあるべきかを考える必要がある。
　そもそも、会社とは幸せを作り分かち合う組織なのに、その会社が体質的に、あるいは経営者が倫
理観を欠いていて、倫理リスクを生じさせる可能性がある場合、社員は過度のプレッシャーの中で倫
理リスクを犯してしまうことになる。企業経営者の適格性などにつき、十分なトレーニングを積む必
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要があり、好ましくない企業文化、企業体質は変えなければならない。
　個人的で身勝手な理由により、倫理リスクを犯すのは情状酌量の余地はなく、厳しく罰せられなけ
ればならないが、善人で何の悪意もない社員でも、様々な過度のプレッシャーの影響下に置かれれば、
倫理リスクを犯す可能性がある。人はもろいもので、一定の倫理リスクを犯す条件が揃うと、何人も
の人が倫理リスクを犯してしまう可能性がある。そうならないためにも、また、本来の幸せを生む組
織体としての企業になるためにも、企業成長を図る施策を練るとともに、倫理リスクによる損失の最
小化を図る必要がある。
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